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研究成果の概要（和文）：高齢者の不顕性誤嚥の詳細について明らかにするために、口腔や咽頭部からの細菌混
入を避けられるマイクロサンプリングプローブを用いて、気管支液のサンプリングを行い、試料中の細菌量およ
び構成を培養ならびに分子生物学的手法によって明らかにし、咳・嚥下反射の低下程度と比較した。同時に、唾
液の細菌叢解析を行い、口腔内細菌との関連性を検討した。その結果、嚥下反射が低下した高齢者では、口腔細
菌がより誤嚥されている可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The source of the bacteria involved in silent aspiration remains to be 
completely defined. The purpose of the present study was to obtain reliable evidence on silent 
aspiration of oral bacteria in elderly patients. Our results suggest that bacteria in bronchial 
fluids associated with silent aspiration are derived from saliva, and that the bronchial fluids of 
elderly patients with an impaired swallowing reflex may have a characteristic microbiota. In 
addition, our results suggest that oral hygiene is important to reduce silent aspiration and to 
subsequently prevent the occurrence of aspiration pneumonia in elderly patients.

研究分野： 保健学、口腔細菌学

キーワード： 歯学　細菌　分類学　微生物

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究において、マイクロサンプリングプローブを用いて目的部位以外の細菌汚染に極力配慮し、気管支液試料
を採取し、その細菌量および細菌構成を詳細に解析することが出来、手法の確立に大きく貢献した。本研究成果
に基づく結論として、特に高齢者の誤嚥性肺炎の発症の予防のためにも、口腔衛生管理がより一層重要であるこ
とが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

肺炎は、現在、日本人の死亡原因の第 3位になっている疾患であり、年齢別死亡率で見る

と、高齢者がその 90％以上を占めていることから、高齢者の肺炎予防が重要な課題となってい

る（厚生労働白書）。高齢者では上気道防御反射が低下していることが多いため、口腔や咽頭の

微生物が唾液や咽頭分泌液（ときには、胃液）と共に肺に流れ込む不顕性誤嚥が起こりやす

く、これらの微生物が肺の中で増殖し、誤嚥性肺炎を発症している可能性が考えられている。 

誤嚥性肺炎に関して、現在まで様々な研究が行われ、例えば、その本態は口腔常在菌である

嫌気性グラム陰性菌を中心とした混合感染であるとするものがある [Bartlett et al 1974, 

Yoneyama et al 2002, El-Solh et al 2003; 2004]。また、口腔ケアにより、高齢者の肺炎予

防が可能であったとする報告もある [Yoshino et al 2001, Yoneyama et al 2002, Watando et 

al 2004]。こうしてみると、口腔と呼吸器疾患の関連は既に明らかなようにも思われがちであ

るが、しかし、科学的に論文のデータを再検証してみると、そう結論付けるには、まだ時期尚

早のようにも思える。その１つに、肺からの試料採取時には、口腔や咽頭など目的部位以外か

らの微生物混入（コンタミネーション）を避けて採取することは困難という、医学領域ではな

かなか認識されてこなかった問題点がある。その一方で、誤嚥性肺炎を発症していない『不顕

性誤嚥』に関しては、睡眠中の高齢者の約 70％に見られるという報告がある [Kikuchi et al. 

1994]ものの、不顕性誤嚥の詳細および微生物学的な評価については明らかでない。 

 そこで本研究を企画するにあたり、口腔や咽頭部からの微生物混入を避けられるマイクロサ

ンプリングプローブを用いて、気管支液のサンプリングを行えば、高齢者の不顕性誤嚥の詳

細、すなわち、気管支液中の微生物の存在状況、ならびに上気道防御反射の低下程度との関連

について明らかにできるのではないかと着想した。なお、予め、本申請者らは、少数例の高齢

者の不顕性誤嚥について、このマイクロサンプリングプローブを用いて、気管支液の微生物学

的検索を開始しており、その有効性に感触を得ている。 

 

２．研究の目的 

高齢者の不顕性誤嚥の詳細について明らかにするために、口腔や咽頭部からの微生物混入

を避けられるマイクロサンプリングプローブを用いて、気管支液のサンプリングを行い、(1)

気管支液の微生物量の定量、(2)気管支液の網羅的メタゲノム解析を行い、(3)上気道防御反射

の低下程度と比較する。 

 同時に、気管支液のメタボロミクス、特に、気管支液から新規に発見された

Porphyromonas 属菌種の、病原性に関与しうる、代謝活性をメタボローム解析で詳細に調べ、

気管支液内での生息意義などについて生態学的に考察する。 

 

３．研究の方法 

（１）咳・嚥下反射の低下程度の測定と気管支液の採取  

 肺癌高齢者患者さんを対象とし、肺癌の手術2日前までに口腔衛生指導・機械的歯面清掃・

歯石除去を施行した。 

連続希釈したクエン酸溶液を、坐位で超音波ネブライザーを用いて吸引させ3回連続して咳

が出たクエン酸濃度に対するスコアを咳反射閾値とした（Watando et al 2004の方法に準じた）。

また、仰臥位で鼻孔から咽頭までチューブを挿入留置し、蒸留水1.0 mLを注入して嚥下まで



の秒数を測定し、嚥下反射の程度とした（Yoshino et al 2001の方法に準じた）。 

 

 
 

気管支液は、肺癌切除前に、細気管支鏡で観察しながら気管支鏡に並行するような形で、マ

イクロサンプリングプローブ（BC-401C, OLYMPUS社製）を気管支内に挿入し、外套よりプロ

ーブを進め気管支壁に数秒間密着させて採取し試料とした（右の図）。 

 

コントロール（比較）として、唾液（刺激唾液）を、肺癌切除1～2日前の朝7時（起床直後

の飲食前）に採取した。 

 

（２）不顕性誤嚥の程度の推定 

 気管支液中のαアミラーゼ活性をα-Amylase Assay Kit（Salimetrics社製）によって測定

し、それによって不顕性誤嚥の程度を推定した。 

 

（３）試料中の細菌の定量  

試料（気管支液および唾液）は嫌気グローブボックス

（ヒラサワ製作所；80%N2、10%H２、10%CO2；右の写真）

に搬入し、試料処理を施した。処理および細菌（嫌気）

培養は、[Hasegawa et al 2014、Ishida et al 2015]

の方法に準じて、リン酸カリウム緩衝液を加え、分散均

一化後、連続希釈し、CDC血液寒天培地に接種し、7日間

から2週間程度、培養し、細菌数（CFU）を求めた。 

  



（４）試料中の細菌構成の解析  

細菌（嫌気）培養による、試料中の細菌構成の解析は、各コロニーを純培養後、genomic DNA

を抽出し、細菌特有の遺伝子領域である、16S ribosomal RNAをターゲットとしたPCRによる

シークエンス解析によって、各菌種の同定を行った。BLAST検索によってNCBIのデータベース

と照合し、閾値超の相同性のもの（99%超）を同一の菌種として細菌構成を求めた。 

 

（５）気管支液の細菌学的解析と咳・嚥下反射の低下程度との比較  

上記の、気管支液（および唾液）の細菌学的解析で得られた、量的・質的解析結果と、咳反

射および嚥下反射の低下程度を比較検討した。 

 

４．研究成果 

 肺癌高齢者患者 11名（62～82 歳）に、肺癌の手術２日前までに口腔衛生指導を施行し、咳・

嚥下反射の測定を行った。被験者 11 名の内、咳反射の低下を認めた者はいなかったが、６名で

嚥下反射の低下が認められた。嚥下反射低下群を反射低下群、そうでない者を正常群とした。 

気管支液は、マイクロサンプリングプローブを用いて採取し、一部の試料を用いて、αアミラ

ーゼ活性を測定した。その結果、健康な唾液αアミラーゼ活性よりも低値であったが、気管支液

からαアミラーゼが検出された。このことから、気管支液の細菌は唾液を由来としている可能性

が示唆された。 

残りの試料は血液寒天培地に接種し培養した。各コロニーから genomic DNA を抽出し、PCR 増

幅を行った。得られた PCR 産物を、制限酵素を用いて切断し、電気泳動パターンから細菌種のグ

ループ分けを行い、続いて、PCR 産物を精製し得られた塩基配列を相同性検索によってデータベ

ースと照合し、97％超の相同性のものを同一の菌種としてリストを作成した。その結果、両群の

細菌量に統計学的な有意差はなかった。また、気管支液の細菌構成では、両群の偏性嫌気性菌と

通性嫌気性菌の比率はほぼ同等であった。しかし菌種レベルでは異なっており、反射低下群では、

Campylobacter, Haemophilus, Staphylococcus, Bacillus, Lachnospiraceae が検出され、正常

群よりも多様な細菌叢を形成していることが示唆された。コントロール（比較）のため、刺激唾

液を、気管支液試料と同様の手法を用いて細菌解析を行った。その結果、唾液の細菌構成は、気

管支液からも分離されたことから、気管支液の細菌は口腔を由来としている可能性が考えられ

た。 

本研究において、マイクロサンプリングプローブを用いて目的部位以外の細菌汚染に極力配

慮し、気管支液試料を採取し、その細菌量および細菌構成を詳細に解析できた。本研究成果に基

づく結論として、嚥下反射が低下した高齢者では、口腔細菌がより誤嚥されている可能性があり、

誤嚥性肺炎の発症の予防のためにも、口腔衛生管理がより一層重要であることが示唆された。 
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第60回日本臨床化学会年次学術集会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Wakui A, Sano H, Kawachi M, Maruyama S, Masuda N, Washio J, Abiko Y, Mayanagi G, Yamaki K, Takahashi N, Okada Y, Sato T

Kawachi M, Maruyama S, Masuda N, Sano H, Wakui A, Yamaki K, Washio J, Takahashi N, Sato T

涌井杏奈，佐野拓人，河内美帆，丸山伸吾，枡田菜々子，佐藤拓一

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

Profiling of microbiota of baby-drinks after drinking with artificial nipples

Oral microbiota analyzing system: Profiling by PCR-RFLP method

PCR-RFLP法を用いた口腔内細菌叢解析（プロファイリング）システム

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

10.1016/j.job.2021.05.003

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Profiling system of oral microbiota utilizing polymerase chain reaction-restriction fragment
length polymorphism analysis

Journal of Oral Biosciences 292～297

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Sano H, Wakui A, Kawachi M, Washio J, Abiko Y, Mayanagi G, Yamaki K, Tanaka K, Takahashi N,
Sato T

63
 １．著者名



2020年

2021年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第6回U-goサロン

第73回日本細菌学会関西支部総会

第10回口腔保健用機能性食品研究会

第6回U-goサロン

 ３．学会等名

 ３．学会等名

河内美帆，丸山伸吾，枡田菜々子，佐野拓人，涌井杏奈，佐藤拓一

河内美帆，丸山伸吾，枡田菜々子，涌井杏奈，佐野拓人，鷲尾純平，安彦友希，石黒和子，真柳 弦，高橋信博，佐藤拓一

佐野拓人，涌井杏奈，河内美帆，加藤理都，佐藤拓一

涌井杏奈，佐野拓人，河内美帆，加藤理都，森山幸枝，西方真弓，佐藤拓一

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

飲みかけのペットボトル飲料物（お茶、スポーツ飲料、コーラ、オレンジジュース）および飲み口から検出された細菌の量・構成の解析
（第3報）

PCR-RFLP法を用いた新しい口腔内細菌叢解析（プロファイル）システム

ニプルを通した，液体ミルク内への口腔細菌の流入

 ４．発表年

 ４．発表年

飲みかけのペットボトル飲料物および飲み口から検出された細菌の同定

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

第43回 峠の会 形態科学セミナー

第14回日本臨床検査学教育学会学術大会

第14回日本臨床検査学教育学会学術大会

第59回日本臨床化学会年次学術集会・学生シンポジウム（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

涌井杏奈，佐野拓人，河内美帆，加藤理都，佐藤拓一

佐野拓人、涌井杏奈、河内美帆、高橋彩朱伽，加藤理都，佐藤拓一

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Quispe-Salcedo A, Sato T, Matsuyama J, Ohshima H

佐野拓人，涌井杏奈，河内美帆，加藤理都，佐藤拓一

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

母乳中の細菌叢解析：授乳による影響について

Effectiveness of a triple antibiotic paste or calcium hydroxide cement as dental pulp capping treatment on mice molars

PCR-RFLP法を用いた新しい口腔内細菌叢検査システム

ニプル（哺乳瓶乳首）を通した，口腔から液体ミルク内への流入

 ４．発表年

 ４．発表年



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

The Update Symposium 2 in the 61st Annual Meeting of Japanese Association for Oral Biology（招待講演）

The 61st Annual Meeting of Japanese Association for Oral Biology

The 4th Asia Pacific Regional Congress of the International Association for Dental Research（国際学会）

第59回日本臨床化学会年次学術集会・学生シンポジウム（招待講演）

 ２．発表標題

 ３．学会等名

涌井杏奈，佐野拓人，河内美帆，高橋彩朱伽，加藤理都，佐藤拓一

Wakui A, Sano H, Kawachi M, Washio J, Abiko Y, Mayanagi G, Yamaki K, Takahashi N, Sato T

Sano H, Wakui A, Washio J, Yamaki K, Takahashi N, Sato T

Wakui A, Sano H, Kawachi M, Moriyama S, Nishikata M, Washio J, Yamaki K, Sakashita R, Takahashi N, Sato T

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

口腔から乳児用飲料物内への流入：ニプルを通して

Profiling of microbiota in baby-drinks and liquid baby formula consumed with an artificial nipple

Profiling system of oral microbiota using PCR-RFLP method

Profiling of microbiota of liquid baby formula after drinking with artificial nipples

 １．発表者名

 ３．学会等名



2019年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

The 4th Asia Pacific Regional Congress of the International Association for Dental Research（国際学会）

第9回口腔保健用機能性食品研究会

第9回口腔保健用機能性食品研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
The 98th General Session of the International Association for Dental Research（国際学会）

 ２．発表標題

涌井杏奈，佐野拓人，河内美帆，森山幸枝，西方真弓，鷲尾純平，安彦友希，真柳 弦，高橋信博，佐藤拓一

涌井杏奈，佐野拓人，河内美帆，鷲尾純平，安彦友希，真柳 弦，高橋信博，佐藤拓一

Quispe-Salcedo A, Ohshima H, Sato T

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

母乳および新生児の口腔内の細菌叢解析：保管による影響について

ニプル（哺乳瓶乳首）を通した，口腔から液体ミルク内への流入

Effectiveness of 3Mix-MP paste as pulp-capping agent in murine molars

Profiling system of oral microbiota utilizing PCR-RFLP analysis

 １．発表者名
Sano H, Wakui A, Washio J, Yamaki K, Takahashi N, Sato T



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第13回日本臨床検査学教育学会学術大会（札幌）

The 6th Conference on Sri Lanka - Japan Collaborative Research (SLJCR) (Kandy, Sri Lanka)（国際学会）

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Sano H, Wakui A, Aida A, Takenaka Y, Yonezawa A, Nakahata N, Aihara H, Kawachi M, Vidanapathirana GU, Washio J, Abiko Y,
Mayanagi G, Ishiguro K, Yamaki K, Takahashi N, Sato T

 ２．発表標題

佐野拓人，涌井杏奈，曾田彩花，竹中佑太，米澤茜音，中畑那奈，相原 瞳，河内美帆，佐藤拓一

Sano H, Wakui A, Aida A, Takenaka Y, Yonezawa A, Nakahata N, Aihara H, Kawachi M, Washio J, Abiko Y, Mayanagi G, Ishiguro K,
Yamaki K, Takahashi N, Sato T

竹中佑太，涌井杏奈，佐野拓人，曾田彩花，米澤茜音，中畑那奈，相原瞳，河内美帆，佐藤拓一

 ３．学会等名

第4回U-goサロン（新潟）

The 96th General Session of International Association for Dental Reaearch (London)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Profiling of microbiota in plastic bottles after drinking straight from bottles

飲み残しのペットボトル飲料物内で増殖する細菌

Profiling of microbiota at the mouth of plastic bottles

ニプルを通して飲んだ際の，口腔から乳児用飲料内への逆流：細菌学的解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 60th Annual Meeting of Japanese Association for Oral Biology (Fukuoka)

The Inaugural Forsyth Symposium - The Uncultivable Bacteria (Cambridge, MA, USA)（国際学会）

Aihara H, Wakui A, Sano H, Kawachi M, Washio J, Abiko Y, Mayanagi G, Yamaki K, Takahashi N, Sato T

Wakui A, Sano H, Washio J, Yamaki K, Tomida J, Tanaka K, Kawamura Y, Sato T

米澤茜音，佐野拓人，涌井杏奈，中畑那奈，相原 瞳，河内美帆，佐藤拓一

松山順子，河野承子，三富智恵，朝日藤富子，佐藤拓一

第55回日本細菌学会中部支部総会（金沢）

第37回日本小児歯科学会中部地方会大会および総会（静岡）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Inflow of oral bacteria into drinks for babies through artificial nipples

Oral anaerobes in saliva and intraoperative bronchial fluids of elderly patients with pulmonary carcinoma

ベビー飲料内への口腔細菌の流入：その詳細な細菌構成

哺乳瓶用乳首を通して乳児用飲料を飲んだ際の口腔内細菌の流入について

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 66th Annual Meeting of Japanese Association for Dental Research (Sapporo)（国際学会）

International symposium for Interface Oral Health Science (Fuzhou, China)（国際学会）

第8回口腔保健用機能性食品研究会（新潟）

第8回サイエンス・インカレ（東京）

Washio J, Suzuki Y, Sato T, Akiba M, Igarashi A, Kimura S, Tezuka S, Nakazato K, Takahashi N

涌井杏奈，佐野拓人，河内美帆，高橋彩朱伽，加藤理都，鷲尾純平，安彦友希，石黒和子，真柳 弦，高橋信博，佐藤拓一

河内美帆，高橋彩朱伽，佐藤拓一

Wakui A, Sano H, Aihara H, Kawachi M, Takahashi A, Washio J, Abiko Y, Mayanagi G, Ishiguro K, Yamaki K, Takahashi N, Sato T

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

A novel method to screen and isolate nitrite-producing bacteria from the oral cavity

哺乳瓶用乳首（ニプル）を通して乳児用飲料を飲んだ際の，口腔からの逆流について

口腔からベビー飲料内への逆流：ニプル（人工乳首）を通して

Profiling of microbiota of baby-drinks after drinking with artificial nipples

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Nursing Research Conference（国際学会）

第54回日本細菌学会中部支部会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

平吹有香，涌井杏奈，佐野拓人，曾田彩花，竹中佑太，河内美帆，佐藤拓一

 ２．発表標題

Aida A, Sano H, Wakui A, Hirabuki Y, Takenaka Y, Kawachi M, Vidanapathirana GU, Washio J, Abiko Y, Mayanagi G, Ishiguro K,
Yamaki K, Takahashi N, Sato T

佐野拓人，涌井杏奈，平吹有香，曾田彩花，竹中佑太，河内美帆，佐藤拓一

Sakashita R, Hamada M, Izumoto M, Ono K, Takami M, Ono H, Sato T

第65回国際歯科研究学会日本部会（JADR）総会・学術大会（国際学会）

新大産学交流フェスタ2017

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ペットボトル飲料物の飲み口に付着する細菌の検出および同定

A microbiological study on bacteria in the PET bottles after drinking

液体ミルクの安全性の立証に向けて：細菌学的解析

Development of a life enhancement program focusing on dining for senior home care patients: A pilot study.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第57回日本臨床化学会年次学術集会

第59回歯科基礎医学会学術大会

涌井杏奈，平吹有香，佐野拓人，曾田彩花，佐藤拓一

Sano H, Hirabuki Y, Wakui A, Aida A, Abiko Y, Yamaki K, Mayanagi G, Washio J, Takahashi N, Sato T

涌井杏奈，佐野拓人，平吹有香，曾田彩花，佐藤拓一

河内美帆，佐野拓人，涌井杏奈，平吹有香，曾田彩花，竹中佑太，米田茜音，中畑那奈，相原瞳，Vidanapathirana GU，鷲尾純平，安彦友
希，石黒和子，真柳 弦，高橋信博，佐藤拓一

第12回日本臨床検査学教育学会学術大会

第7回口腔保健用機能性食品研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

液体ミルクの安全性の立証に向けて：飲料物の飲み口に付着する細菌の量および構成の解析

Quantification and composition of remaining bacteria in plastic bottles after drinking

液体ミルクの安全性の立証に向けて：飲料物の飲み口に付着する細菌の検出および同定

ペットボトルの口の部分に付着する細菌および飲料物中の細菌の量および構成の解析（第2報）

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Symposium for Multimodal Research and Education in IOHS-Liaison 2018（国際学会）

The 63rd Annual Meeting of Japanese Association for Oral Biology

The 69th Annual Meeting of Japanese Association for Dental Research（国際学会）

第61回日本臨床化学会年次学術集会

Kawachi M, Takahashi N, Kaku N, Higuchi M, Wakui A, Washio J, Takahashi N, Sato T

Yamaki K, Washio J, Tamahara T, Sato T

河内美帆，高橋七瀬，賀来ながら，樋口真由，涌井杏奈，佐藤拓一

Sano H, Aida A, Vidanapathirana GU, Wakui A, Hirabuki Y, Takenaka Y, Kawachi M, Aihara H, Washio J, Abiko Y, Mayanagi G,
Ishiguro K, Yamaki K, Takahashi N, Sato T

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Profiling of microbiota in various drinks after drinking directly from plastic bottles

The composition and structure of oral microbiome: 16S rRNA gene analysis on saliva, plaque, infected root canals obtained
from a patient

飲みかけのペットボトル飲料物（清涼飲料水）および飲み口から検出される細菌のプロファイリング

Microbiota profiling at the mouth of plastic bottles after drinking straight from bottles

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第58回日本細菌学会中部支部総会

International Symposium for IOHS (Interface Oral Health Science) 2022（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Wakui A, Kawachi M, Nishikata M, Washio J, Abiko Y, Mayanagi G, Takahashi N, Sato T

高橋七瀬，賀来ながら，樋口真由，涌井杏奈，佐藤拓一

河内美帆，高橋七瀬，賀来ながら，樋口真由，涌井杏奈，佐藤拓一

高橋七瀬，賀来ながら，樋口真由，関沢有芽，涌井杏奈，佐藤拓一

第61回日本臨床化学会年次学術集会

第58回日本細菌学会中部支部総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Profiling of microbiota in liquid baby formula and a baby drink consumed with an artificial nipple

手洗い前後の手指から検出される皮膚常在菌叢のプロファイリング：細菌学的・分子生物学的解析

飲みかけのペットボトル飲料物（スポーツ飲料、オレンジジュース）および飲み口から検出される細菌の量および細菌構成の解析（第3
報）

手洗い前後の手指から検出される皮膚常在菌叢のプロファイリング：培養法による検索

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第33回日本臨床微生物学会総会・学術集会

第11回口腔保健用機能性食品研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Symposium for IOHS (Interface Oral Health Science) 2022（国際学会）

第33回日本臨床微生物学会総会・学術集会

Kawachi M, Wakui A, Washio J, Abiko Y, Mayanagi G, Takahashi N, Sato T

丸山伸吾，佐野拓人，佐藤拓一

樋口真由，河内美帆，高橋七瀬，賀来ながら，涌井杏奈，佐藤拓一

宮沢美里，河内美帆，涌井杏奈，臼田紫乃，今井真奈美，坂井ふたば，佐藤遥菜，加藤優希，佐藤 彩，高橋七瀬，賀来ながら，樋口真
由，鷲尾純平，安彦友希，眞柳 弦，高橋信博，佐藤拓一

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Profiling of microbiota in sport-drink and orange juice after drinking directly from plastic bottles
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